
明
中
国
文
化
砧
総
目
次
(
六

O
号
1
六
九
号
)

第
六
十
号
(
二

O
O
J

草
川
州
一
一
一
}
口
〕
学
会
創
立
七
十
凶
何
年
を
記
念
し
て
・
ム
掛
橋

み
え
る
説
話
と

均

内
わ
警
明
謬
和
』
第
一

易
の
引
用
に
つ
い
て
:
:

大

明
説
苑
』
と
の
比
較
を
中
心
じ
!

に
お
け
る

謝
霊
運
「
臨
終
詩
」

の
解
釈
に
つ
い
て
・
・
稀
代
麻
也
子

「
妙
本
」
の
位
麓

i
麿
玄
宗
明
者
子
技
』
の
一
特
一
演
i

:

堀

地

信

夫

社
甫
の
「
高
枕
」
に
つ
い
て
:
:
:
:
e
・e・
-
:
松
本
肇

一
元
結
詩
小
論
1
「
演
興
」
四
首
と
「
系
楽
府
」
十
ニ
蓄
に
つ
い
て
!

:

加

藤

被

社
牧
に
お
け
る
「
甘
露
の
変
」
:
:
:
:
:
:
高
橋
未
来

i
李
甘
・
李
中
敏
と
の
交
流
を
通
し
て
i

静
嘉
蛍
文
療
所
蔵
紗
本
『
御
覧
詩
』
に
つ
い
て

盟
問 四五

-
:
大
橋
賢

天
台
山
を
め
ぐ
る
十
日
文
献
逸
文
輯
考
:
:
:
藩
井
俊
一

浄
明
道
の
内
丹
思
想

i
「
正
心
修
身
之
学
」
を
中
心
に

:
:
・
石
田
志
穂

促
元
瀦
と
黄
道
関
!
応
酬
間
詩
と
墓
誌
銘
を
中
心
に

・
:
湾
内
利
治

呉
昌
額
の
石
鼓
文
臨
警
に
つ
い
て
:
・
:
:
:
松
村
茂
樹

戦
後
日
中
思
想
交
涜
史
の
中
の
『
狂
人
日
記
』

守

i
!

「
中
間
に
学
ぶ
」
か
ら
「
共
通
の
話
題
の
探
求
」
へ

:
・
伊
藤
虎
丸

「
楼
」
{
予
約
苦

:
:
j
i
-
-
:
:
:
-
j
i
-
-
:
劉

勲

寧

飽
照
詩
文
用
韻
考

:
:
:
J
J・-
'
j
i
-
-
:
向

嶋

成

美

張
愛
玲
の
映
画
シ
ナ
リ
オ

i
q不
了
情
』
と
明
太
太
欝
歳
』

:
白
井
啓
介

歌
劇
『
白
毛
女
』
の
版
本
に
つ
い
て
の
一
考
察

i
z
s年
改
作
脚
本
を
中
心
に

浩
志
建
男

-・・・・・関

嘉
靖
本
以
前
の
『
三
菌
志
演
義
』

:
j
e
-
-
-
小
松

和
刻
本
『
説
文
解
{
子
五
音
額
、
譜
』
の

依
拠
し
た
版
本
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
高
橋
由
利
子

鎌
倉
時
代
写
「
論
語
集
解
」
断
鰐
に
つ
い
て
(
上
)

八六
一九

一O
五

一
二
回60七
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高
橋

均

[
研
究
ノ
!
ト
〕

蔚
代
詩
人
と
書
:
，
，
，..••• 

，
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，
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a-
..... ，
田
中

。
中
酪
文
化
学
会
(
出
大
塚
漢
文
学
会
)
略
史
:
:
:
:
:
:
一
五

O

O
「
中
国
文
化
」
総
目
次
五

O
号

i
五
九
号
:
:
:
・
:
:
:
:
一
五
六

李
白
と
胸
税
関
i

李
自
に
お
け
る
孤
独
感
と
掛
明
像
を
中
心
に
!
i

:

・

西

村

諭

李
陪
憾
の
「
無
題
」
詩
連
作
に
つ
い
て
・
:
加
閉
山
理
一
郎

明
全
勝
詩
』
中
の
「
線
別
'
臨
化
」
詩
・
:
後
藤
秋
正

徐
掲
の
古
文
辞
批
判
を
め
ぐ
っ
て
・
:
:
:
:
駕
野
正
明

〔
研
究
ノ
i
ト〕

黄
道
開
校
断
明
広
名
将
伝
』
考
:
:
:
:
:
:
河
内

31原
告
韻
b

「
作
詔
十
法
」
の

「
定
絡
・

mm十
首
」
に
つ
い
て
:
:
:
舟
部

第
六
一
号
(
二

0
0…
一
一
年
六
月
)

「
五
十
市
知
天
命
」
小
考

:
:
-
j
i
-
-
:
:
・
菅
本

緒
少
孫
の
『
史
記
』
梯
続
:
:
:
:
:
:
:
:
:
内
山

鄭
玄
『
詩
諮
問
』
「
臨
譜
」
の
「
翻
間
変
嵐
」

護
研
究
序
説
j

関
鵠

直大
樹二 有

西
四

j関

四七六
九七

利
治

淑
子

絢
淵
明
の
「
勧
農
」
詩
:
:
:
:
j
i
-
-
-
:
:
上
回

「
桃
花
源
詑
」
の
異
現
化
現
象
:
・
:
:
:
・
:
小
林

i

挑
諜
県
に
お
け
る
文
化
景
観
を
め
ぐ
っ
て

中
井
履
軒
撰
司
漢
書
離
題
』
に
つ
い
て
:
・
寺
内
臼
出
男

〔
研
究
ノ
!
ト
〕

「
一
詠
宝
剣
詩
」
の
作
者
を
め
ぐ
る
問
題
・
:
樋
口
泰
搭

i
遼
氏
『
先
秦
漢
説
湾
南
北
朝
詩
』
端
正
一
刻

〔
中
間
出
文
化
学
会
平
成
一
五
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
司
挑
花
源
記
』
を
読
み
蕗
一
す
」
発
表
要
旨
〕
:

f

同
協
明
成
美
坂
口
…
一
一
樹
門
脇
麗
文
小
出
寅
白
川
間

「
火
車
(
芝
山
各
市
)
」
考

:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
阿
川
修
一
一

i
i
中
摺
に
お
け
る
近
代
訳
語
の
形
成
に
つ
い
て
の
一
考
察

司
洪
武
政
務
』
依
擦
方
音
は
温
州
音
で
あ
る

l 

ク
給
。
の
解
釈
に
関
す
る
若
干
の
考
察
:
・
山
田

第
六
二
号
(
二

O
O沼
年
六
月
)

『
史
記
』
『
漢
輩
出
』
の
「
審
「
志
」
に
つ
い
て

i
名
称
を
め
ぐ
る
頭
考
i

内
111 

一
五i¥ 

望
月

ヲ

一
冗
代
散
曲
と
険
韻
と
し
て
の
「
事
遮
韻
」

出

ω
司

佳直
結武樹

異
澄

1 
二
五ニ

八
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舟
音I~

詩文
子

第
六
三
号
(
一
一

O
O五
年
六
月
)

崩
公
と
王
芥
i
王
葬
期
に
お
け
る
開
公
民
摂
践
昨
の
解
釈

ヨ
け
ψ

勾
弘
司

j
1
3
 

日
H
い
小
山
内

、一1
q
s・d
・

;

一

ノ

t
r
i

調
i玄

韓
愈
「
鰐
魚
文
」

中
学
校
間
一
語
教
科
欝
に
お
け
る

漢
文
教
材
と
し
て
の

つ
大い
橋て

賢

〔
中
間
文
化
学
会
平
成
一
六
年
度
一
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
漢
字
に
お
け
る
出
本
近
代
へ
の
経
路
」
発
表
要
旨
)
:
問
。

反
詩
文
の
ク
選
不
是
タ
の
意
味
的
特
徴
に
つ
い
て

・・曹

文
末
助
詞
の
。
刺
ク
と

d
h
o
-
-
:
:
:
:
:
安
藤

現
代
中
国
語
に
お
け
る
動
量
制
J

度
=
に
つ
い
て

!
統
語
、
意
味
、
諮
問
、

女子泰
恵利

つ
の
側
面
か
ら
の
考
察

H
H』
ν
~
J
F
j

弘
十
工
斗
川
リ

.. 、
広
い
区
公
一
羽
引
制
符

卯
年
代
中
日
出
映
画
の
試
み
:
-
j
i
-
-
:
:
:
舘

け

さ

み

ー
司
流
浪
北
京
j
最
後
約
夢
想
者
』
と
ぷ
州
婚
』
の
比
較
を
手
が
か
り

に
し
て

民
間
出
先
年
に
お
け
る
新
劇
向
志
会
の
演
劇
活
動

二
九

:
:
鈴
木
慈
子

鎌
倉
時
代
写
「
論
詩
集
解
」
断
簡
に
つ
い
て
(
下
)

・・・・・ムロ向橋

14 

均

1 

一一九

第
六
倍
号
(
二

O
O六
年
六
月
)

陶
淵
明
に
お
け
る

「
夕
暮
れ
の
山
」
の
表
現
に
つ
い
て
の
一
試
論

:
・
・
増
野
弘
幸

演
信
「
擬
連
珠
」
の
表
現
と
論
理
:
:
:
・
:
安
藤
信
農

杜
甫
に
お
け
る
「
遊
び
」

i

「
狂
」
の
用
例
を
中
心
に
i

・
・
・
山
島
め
ぐ
み

二
五

(117) 

一
花
結
「
大
路
畑
中
興
頒
」

の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て

49 59 26 37 

:
:
:
加
藤
敏

「
李
徴
」
の
変
容
J

「
人
虎
伝
」
本
文
の
生
成
に
関
す
る
覚
書
i

・
:
:
坂
口
三
樹
五

O

顧
炎
武
「
五
万
之
音
説
」
と
そ
の
批
判
・
:
波
遺
大
六
回

i
毛
奇
齢
・
銭
大
析
の
所
説
を
中
心
に
i

〔
中
国
文
化
学
会
平
成
一
七
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア

(
日
本
・
中
国
'
台
湾
・
韓
霞
)
の
漢
文
(
吉
典
)
教
材
の

比
較
」
発
表
要
旨
〕

j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
-
J
J
・
-
:
:
七
九

青
木
五
郎
渡
辺
雅
之

ニ
八

木
村
淳

大
橋
賢

辛
賢



字
句
的
否
定
情
況
考
察
・
:
:
:
:
:
・
沼

激
一
ぬ
「
一
駒
山
雑
除
」
試
考

i
ど
ち
ら
に
帰
る
か
l

禾

[苅

播

朱
子

第
六
五
号
(
二

O
O七
年
六
月
)

注
疏
に
お
け
る
五
行
神
と
社
稜
神
に
つ
い
て

i
孔
穎
遠
と
賀
公
彦
の
解
釈
を
中
心
に
し
て
i

折
口
之

-
・
・
松
崎

元
結
の
詩
文
に
お
け
る
沼
渓
と
「
大
庸
中
興
頒
」

:

・

応

接

政

j
'
λ
τ
t
J
i
-
-

蔚
代
古
文
家
の
「
伝
」
に
つ
い
て
・
:
:
:
:
谷
口
庄
一

李
高
憾
の
「
錦
悲
」
詩
に
つ
い
て
:
:
:
:
加
盟
混
一
郎

i
追
髄
の
像
に
よ
る
楽
曲
の
一
一
一
一
口
組
問
化
i

司
拠
地
娯
志
』
と
杜
甫
慕

J

J

・
-
-
:
:
:
:
:
後
藤

「
李
徴
」
の
転
生
:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
:
:
:
:
坂
口

i
「
人
虎
伝
」
と
の
比
較
か
ら
毘
た
「
山
丹
記
」
の
近
代
性
!

[
中
臨
文
化
学
会
平
成
一
八
年
度
講
演
会
要
旨
〕

江
戸
に
お
け
る
詩
人
波
響
:
j
a
-
-
:
;
:
:
:高
木

重

後

上
海
電
影
事
業
興
隆
考
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
白
井
務
介

i
一
九
三
0
年
代
k
海
娯
楽
文
化
の
中
の
映
前
館

i

「
甑
諺
略
」
の
筆
者
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
村
上

三秋
樹立

之
伸

一五
二
八
回
二

場.L.
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延
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考
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・・・・高播

1 

第
六
六
号
(
一
一

0
0
八
年
六
月
)

王
需
の
祭
天
思
想
・
・
・
・
・
・
8.，....•............ 

電
波
遺

寓
意
と
史
実
i
玩
籍
の
四
一
江
口
「
詠
壊
詩
」
を
め
ぐ
っ
て
i 義
浩

:

:

:

沼

口

勝

一
一
一
一
口
尽
意
・
一
一
一
一
口
不
尽
意
論
考
:
:
:
:
:
:
:
:
:
和
久
希

「
欽
謡
二
十
若
井
序
」
の
陶
淵
明
:
:
:
・
:
稀
代
麻
也
子

社
詩
「
国
人
」
考
:
:
j
a
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
後

藤

秋

正

社
牧
撰
『
注
擦
子
b

に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
高
橋
未
来

i
s
兵
学
と
儀
学
と
を
む
す
ぶ
も
の
i

李
務
隠
の
不
遇
の
康
問
に
関
す
る
ニ
一
一
口
説
に
つ
い
て

:
・
加
臨
理
一
郎

歴
代
の
文
献
よ
り
見
た
高
関
の
草
書
に
つ
い
て

章
平
大
策

'・・下出

。
来
不
及
。
匂
別
配
と

J
4及
来
ψ

匂
型
:
・
伊
原

1
0来
不
及
。
型
可
能
補
一
品
川
匂
型
の
起
源
に
関
す
る
…
要
素
i

禁
容
道
の
関
刑
判
と
張
遼
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
小
松
建
男

(
研
究
ノ
!
ト
〕
一

15 

『
捜
神
記
』
の

考
察
:
:
:
:
-
j
e
-
-
大

橋

賢

一

一
九
年
度
大
会
講
演
会
要
屋
〕
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二
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間
洋
十
u典
の
初
期
刊
本
を
め
ぐ
っ
て
;
:
:
細
井

第
六
七
号
(
二

O
O九
年
六
月
)

漢
代
五
一
一
~
一
口
詩
史
上
に
占
め
る
蘇
李
詩
の
位
麓何物

1
1
2

円
山
公
務
事
h

に
み
え
る
寅
族
の
自
律
性

寓
意
と
史
実
(
続
稿
)
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
沼
口

i
脱線の四一一一一向

出
「
黄
鶴
機
送
孟
措
然
之
広
陵
」
に
お
け
る

「
煤
花
」
の
解
釈
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
大
矯

「
東
西
南
北
の
人
」
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
後
藤

i
杜
甫
と
高
適
の
齢
制
詩
を
中
心
に

i

一
面
性
i
筆
写
さ
れ
た
場
所
を
も
と
に

i

を
め
ぐ
っ
て

i

懐
索
前
ヤ
警
の

敦
子

JI!貢
子

義
浩

λ

旬、τ''

ザ
品
メ

秋賢
正一

_h P.9 
五四
八 Illi

:
:
下
回
章
平

李
荷
隠
の
政
治
詩
:
:
:
:
:
:
:
:
-
J
J
・
-
加
問
理
一
郎

i

「
行
次
西
郊
作
一
由
競
」
を
中
心
に
し
て
i

北
京
自
主
独
立
教
会
と
ロ
ン
ド
ン
会
:
:
:
高
橋
由
利
子

i
H
U
N
G
年
代
に
老
舎
の
関
わ
っ
た
北
京
の
教
会
学
技
を
め
ぐ
っ
て
1

中
国
の
諮
り
物
と
「
わ
け
知
り
立
て
」
に
つ
い
て

・
・
・
高
橋

八七
五二 27 

〔
研
究
ノ
!
ト
〕
中
国
語
の
品
詞
の
考
え
方
・・おい円山内小

，4
Rぺ
seesJhw

〔
研
究
ノ
!
ト
〕
清
護
学
校
に
お
け
る
学
生
演
劇

i
洪

深

の

を

中

心

に

!

-
・
・
鈴
木

〔
研
究
ノ
!
ト
〕
恋
愛
用
詩
「
失
恋
」
の
成
立
と

中
国
語
へ
の
伝
捕
に
つ
い
て
の
一
考
察

・
・
・
・
・
清
地
ゆ
き
子

〔
中
国
文
化
学
会
平
成
二

0
年
度
大
会
講
演
会
要
旨
〕

金
沢
八
景
の
歴
史
と
変
遷
:
;
:
:
:
:
:
:
:
永
井
晋

富
子

第
六
八
号
(
二

O
一
O
年
六
月
)

曹
槌
の
「
説
」
に
つ
い
て
:
:
-
j
i
-
-
・
:
:
谷
口

社
甫
「
向
谷
歌
」
の
「
狙
公
」
に
つ
い
て

14 

-
・
後
藤

朱
喜
一
『
家
礼
』
に
お
け
る
一
柄
堂
の
機
能
:
・
松
崎

徐
禎
郷
の
『
談
繋
録
』

:
:
;
:
:
-
J
J
・
-
鷲
野

!
清
ら
か
で
円
や
か
な
調
べ
の
詩
を
自
指
し
て

i

庚
子
以
前
に
お
け
る
完
顔
景
賢
の

書
一
間
碑
枯
の
収
蔵
に
つ
い
て
:
:
:
:
下
回
章
平

『
史
記
会
詮
考
証
』
に
お
け
る
引
蓄
の
問
題
に
つ
い
て 正哲秋

明之正 茂

46 39 31 53 

(119) 

医

一
五
二
七
回

O
五
回



-
・
・
・
寺
内
日
出
男

漢
文
教
材
の
変
遷
と
教
科
書
調
査
:
・
:
:
:
木
村
淳

ー
検
定
制
度
初
期
の
教
科
書
を
中
心
に

i

北
京
自
主
独
立
教
会
と
ロ
ン
ド
ン
会
(
続
)

ー
老
舎
が
北
京
の
教
会
活
動
を
離
れ
た
理
由
及
び
そ
の
創
作
活
動
へ
の

七六
六七

k
v
/

一
自
f

同

M
h鯵
℃
i
l

-
・
高
橋
由
利
子

技
釈
に
見
え
る
「
按
(
案
)
」
と
い
う
認
に
つ
い
て

:

高

橋

均

〔
研
究
ノ

i
ト
〕
北
貌
道
武
帝
平
年
後
一
泊
捻
考

:

孫

険

蜂

泣

〔…一

O
O九
年
度
中
国
文
化
学
会
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
人
文
系

中
間
同
研
究
の
将
来
日
視
点
'
枠
組
み
、
そ
し
て
技
法
の
継
承

と
発
展
」
発
表
要
旨
〕

:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
a
-
-
:
:
:
九

O

佐

藤

進

高

橋

未

来

松

村

茂

樹

第
六
九
号
(
二

O
一
年
六
月
)

「
皐
惜
の
出
遊
」
緒
論
j
漢
の
文
宿
の
場
合
i

{変JI関
子

お
け
る
文
学
的
萌
穿
・•••••. 

，
 
.. 
，
・
柳
川

i
建
安
詩
人
た
ち
の
個
人
的
符
情
詩
を
手
掛
か
り
に
i

17 

社
詩
に
お
け
る
「
執
熱
」
に
つ
い
て
;
;
後
藤
秋
正
二
七

晩
磨
詩
人
意
荘
に
お
け
る
杜
詩
の
影
響
:
・
鳴
海
雅
哉
問
。

鬼
神
と
ア
ウ
ラ
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
井

川

義

次

五

三

i
ノ
エ
ル
『
中
国
哲
学
一
一
一
論
』
に
お
け
る
中
国
の
霊
魂
観
・
祭
記
観
i

書
の
持
代
性
説
の
諸
椙
:
:
:
:
:
-
e
i
-
-
:
:
尾

川

明

穂

六

六

浦
城
方
一
一
一
一
口
の
程
度
表
現
形
式

:
-
i
・e
・

-

:

:

・

蒋

霊

東

日

「
論
一
諮
問
郵
貯
玄
控
」
は
日
本
に
伝
来
し
た
の
か

i
g

「
令
健
常
解
・
穴
記
」
の
説
を
中
心
と
し
て
i

1 

品
矯

1 

均

研
究
報
告
『
説
文
解
字
』

デ

i
夕
べ

l
ス
ソ
フ
ト
に
つ
い
て
:
高
橋
由
利
子

〔
研
究
ノ
!
ト
〕
和
語
「
恋
人
」
の

中
国
語
で
の
受
容
に
つ
い
て
:
:
:
:
・
清
地
ゆ
き
子

〔
研
究
ノ
!
ト
〕
篤
致
速
の

套
数
「
題
西
湖
」
に
つ
い
て
:
:
:
舟
部
淑
子

〔二

O
一
0
年
度
中
国
文
化
学
会
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
近
代
に
お
け
る
日
中
文
化
交
流
の
再
検
討
」
要
旨
]
;
七
九

阿
川
修
二
松
村
茂
樹
佐
藤
一
樹

(120) 

27 49 4，0 

1m 


